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SLIDING WINDOW PROTOCOLS
前に説明したプロトコル(A Utopian Simplex Protocol, A Simplex Stop & Wait Protocol)では
単一方向通信を用いていたが、実際に使われるようなプロトコルでは双方向通信が必要
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Separate link でデータ送信用チャンネルと ack用チャンネルを作る方法（プロトコル２，３）
→ack用チャンネルでのフレームの容量ほぼすべてが無駄になる

Same link での双方向通信；フレームのヘッダーフィールドを使って実現



Piggybacking
今まで：送信者からのデータフレームが受信者に届いた瞬間に ackを即返信

Piggybacking：受信者はデータフレームが届いても ackの返信を待機、次のフレームが届いた
後の ackで二つ一緒に返信
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利点
別々のフレームで全ての ackを行うよりもチャンネル帯域を効率的に利用可能
Piggybacking のコストは大抵数ビット以下

問題点
Separate Frame よりも複雑
待機時間をどう設定すべきか
もし待機時間まで次のフレームが来なかったら今までのシステム以下の効率



Sliding Window
送信フレームに 2𝑛 − 1 (nはビットフィールド)が最大値となる sequence number を付ける

送信側：Sending Window で許可されている number まで送信

受信側：Receiving Window 受信できるフレームの number を決定
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A One-Bit Sliding Window Protocol
最初にサイズが１のものを考える
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Sequece number 0 or 1
S.Seq = next_frame_send
S.ack =  1 – frame_expected
While(true){

if(frame_arrival){
if(r.seq==frame_expected){}
if(r.ack==next_frame_to_send){}

}
}



Two Scenarios Protocol 4
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送信、受信のタイミングが想定と
ずれてもエラーが起こることなく通信
は行われる



A Protocol Using Go-Back-N
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一つずつフレームの送信と返信を繰り返していると、ものすごい帯域幅の無駄使い
ウィンドウサイズを大きくして、帯域幅の使用率の効率化
Go-Back-NのNはウィンドウサイズの意味

Bandwidth-delay product(BDP) = 
𝑏𝑖𝑡𝑠

𝑠𝑒𝑐
∗ 𝑡(𝑜𝑛𝑒 𝑤𝑎𝑦 𝑡𝑟𝑎𝑛𝑠𝑚𝑖𝑡 𝑡𝑖𝑚𝑒)

Sending Window と同じ数までフレームを送信
Receiving window と同じ数までフレームを受信、しかしフレーム順序が乱れたら無視
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Pipelining
送信のデータがエラーで破壊されたときどのようにフォローが行われるか
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(a)receving window size = 1
正常に送られたはずの4,5,6,7,8も捨てら
れている

(b)Receiving window size = large
2のみが再送される結果となった

バッファが存在することによってエラー処
理の効率が良くなった



A Protocol Using Selective Repeat
Go-back-n との違いは受信で一部のデータでエラーがあっても受信をやめないこと

その後、 ackでエラーの在ったseq number を送信側に伝えて再送要求を行う

Sending window と receiving window のサイズを合わせる必要がある

また、ウィンドウサイズ＜＝(Max_SEQ+1)/2

Receiving window の状態がackによって伝えられsending window は変化する
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EXAMPLE DATA LINK PROTOCOLS
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Packet over SONET
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ADSL
(Asymmetric Digital Subscriber Loop)
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SUMMARY

16


